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1．「広域複合災害研究センター」概要              

 

 名称： 

北海道大学 広域複合災害研究センター 

 Center for Natural Hazards Research, Hokkaido University 

 

 寄附者： 

 一般財団法人砂防・地すべり技術センター 

 アジア航測株式会社 

 国土防災技術株式会社 

 日本工営株式会社 札幌支店 

 

 設置： 

 2019 年（平成 31 年）4 月 1 日 

 

 場所： 

 〒060-8589 北海道札幌市北区北 9 条西 9 丁目 

 北海道大学農学部本館 N307，N372 

 

 Web サイト（ホームページアドレス）： 

 https://www.cnhr.info/ 

 

 設置背景および目的： 

近年我が国では豪雨や地震が頻発しており，山崩れ，洪水氾濫，津波，地盤沈下など

様々な現象が複合して，広域に渡り自然災害が発生する傾向にあります。自然災害では，

人命や財産，土木施設など住民の生存基盤にとどまらず，農林畜水産業や電力・水・交

通網などの産業基盤に大きな被害が生じます。北海道でも，平成 28 年には北海道豪雨

により，また平成 30 年には北海道胆振東部地震により，広域複合災害が発生しました。

北海道は，我が国の食料生産基地であるにもかかわらず，一極集中・過疎化という第一

次産業の空洞化を示す地域で，災害に対する脆弱性は我が国の社会経済にも大きな影響

を及ぼします。 
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北海道大学は，こうした現状を踏まえ，効果的な減災に資する教育研究の促進や減災

ガイドラインの策定，人材育成のため，平成 31 年 4 月 1 日付で「広域複合災害研究セ

ンター」を設置しました。 

広域複合災害研究センターでは，地盤変動の活発化と気候変動によって近年激増しつ

つある自然災害に対して，現象論的な専門分野に偏ることなく，地域の特性と人間活動

とを反映した災害予測・軽減対策を研究し，その成果を大学院生や官公庁，民間企業の

技術者へのリカレント教育及び地域社会のリーダー育成に生かしていくことを目的と

しています。 

広域複合災害研究センターは，学内共同施設（研究施設）として位置付けられ，基本

的には寄附金により運営されます。本センターでは基礎的研究と，自治体・民間等の需

要に応えられる応用的研究の両方を融合し，これらの総合的研究によってより実践的な

防災対策を対外的に提案できる組織とします。また，異分野融合を柱として災害研究を

行い，農，工，理，文，経済および公共政策などの多面的なアプローチを特徴として，

その成果を大学院レベルでの教育に活かす人材育成機能も持たせます。 
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 構成員名簿： 

【学 内】教員 26 人（うち専任 3 人），研究員 1 人，事務員 1 人（令和３年３月末時点） 

氏  名 所 属 ・ 職 名 専門分野 

山 田   孝 

（センター長） 
大学院農学研究院・教授 砂防学 

井 上   京 大学院農学研究院・教授 農業土木学 

鮫 島 良 次 大学院農学研究院・教授 農業気象学 

笠 井 美 青 

（副センター長） 
大学院農学研究院・准教授 砂防学 

厚 井 高 志 広域複合災害研究センター・准教授 砂防学 

田 中 健 貴 広域複合災害研究センター・助教 砂防学 

桂   真 也 大学院農学研究院・助教 砂防学 

泉   典 洋 大学院工学研究院・教授 河川工学 

山 下 俊 彦 大学院工学研究院・特任教授 海岸工学 

萩 原   亨 大学院工学研究院・教授 交通工学 

今   日出人 大学院工学研究院・特任教授 地域防災学 

久 加 朋 子 大学院工学研究院・特任准教授 河川工学 

永 田 晴 紀 大学院工学研究院・教授 宇宙推進工学 

江 丸 貴 紀 大学院工学研究院・准教授 ロボット工学・制御工学 

戸 谷   剛 大学院工学研究院・教授 機械工学 

山 田 朋 人 大学院工学研究院・准教授 水文学 

田 中   岳 大学院工学研究院・助教 水文学 

安 成 哲 平 北極域研究センター・助教 大気環境科学・雪氷学 

石 川 達 也 大学院工学研究院・教授 地盤工学 

渡 部 要 一 大学院工学研究院・教授 地盤工学 

橋 本 雄 一 大学院文学研究院・教授 人文地理学 

青 山   裕* 大学院理学研究院・教授 火山学 

谷 岡 勇市郎 大学院理学研究院・教授 地震学・津波学 

稲 津   將 大学院理学研究院・教授 気象学 

髙 橋 幸 弘 大学院理学研究院・教授 リモセンと雷観測 

岡 田 成 幸 
広域複合災害研究センター・特任教授 
（前大学院工学研究院・教授） 

地震防災計画学 
（建築系） 

佐 野 寿 聰* 
広域複合災害研究センター・研究員 
（アジア航測株式会社） 

― 

齊 藤 景 子 広域複合災害研究センター・事務員 ― 

*令和 2 年度新規 
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【学外関係者】 

氏  名 所 属 ・ 職 名 専門分野 

丸 谷 知 己 
北海道大学・名誉教授 

（北海道立総合研究機構・理事） 
砂防学 

小山内 信 智 
北海道大学・客員教授 

（政策研究大学院大学・教授） 
砂防学 

奥 野 信 宏 
北海道大学・客員教授 

（国土審議会会長，名古屋都市センター長） 
公共経済学 

高 松  泰 
北海道大学・客員教授 

（公益財団法人ツール・ド・北海道協会） 
都市政策学 

村 上  亮 
北海道大学・名誉教授 

（前 広域複合災害研究センター兼務教員） 
火山学 
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2．令和２年度の活動タイムライン             
  

2020 年度（令和２年度） 

4 月 2 日 笠原総長職務代理会談 
 

5 月 11 日 第 1 回センターメンバー会議* 
大学院共通科目「国土保全学総論」開講 

6 月 
4 日 

10 日 

第 1 回運営委員会* 

事務局会議 

 

7 月 2 日 事務局会議 
 

8 月 
6 日 

7 日 

事務局会議 

センター勉強会 

 

9 月 8 日 事務局会議  

10 月 

2 日 

 
15 日 

北海道開発局連携協定締結式 

第 2 回センターメンバー会議* 

寳金総長会談 

大学院共通科目「突発災害危機管理論」開講 

11 月 
12 日 

24 日 

事務局会議 

シンポジウム開催（オンライン） 

 

12 月 15 日 第 2 回運営委員会 
 

1 月   
 

2 月 24 日 第 3 回運営委員会* 
 

3 月 
2 日 

4 日 

事務局会議 

第 4 回運営委員会 

 

*メール審議 
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3．活動内容                          

 

3.1  教育研究活動 

3.1.1  講義 

(1) 大学院共通科目「国土保全学総論」 

 日時：令和２年度 前期・木曜日２講時 
 場所：農学部本館（講義室 N21，※第 1 回～第 3 回はオンライン講義） 
 担当：広域複合災害研究センター 

 
 開講日 タイトル 講 師 
1 5/14（木） 国土保全学概論（１） 広域複合災害研究センター 

厚井 高志 
2 5/28（木） 国土保全と行政実務（１） 広域複合災害研究センター 

厚井 高志 
3 6/4（木） 国土保全と行政実務（２） 広域複合災害研究センター 

厚井 高志 
4 6/25（木） 国土保全と行政実務（３） （一財）砂防・地すべり技術センター 

菊井 稔宏 
5 
6 

7/2（木） 国土保全学概論（２） 
国土保全学概論（３） 

政策研究大学院大学 
小山内 信智 

7 7/8（水） 国土保全と行政実務（４） （公財）日本防炎協会 
室田 哲男 

8 
9 

7/9（木） 国土保全と防災実務（５） 
現地見学 

広域複合災害研究センター 
厚井 高志（協力：北海道） 

10 
11 

7/16（木） 国土保全関係法令 
総合的な防災行政の運用 

（一財）砂防・地すべり技術センター 
南 哲行 

12 
13 

7/23（木） 国土計画と国土保全政策 
（１），（２） 

名古屋都市センター長，中京大学学術

顧問，国土審議会会長 奥野 信宏 
14 7/30（木） 国土保全学総論（４） 広域複合災害研究センター 

山田 孝 
15 8/6（木） 国土保全と行政実務（６） （一財）砂防・地すべり技術センター 

武士 俊也 
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 シラバス 
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第４回講義風景 

 
 

 
第６回講義風景 

 
 

 
第７回講義風景 

 
 

 
第９回講義風景 

 
第 10 回講義風景 

 
 

 
第 12 回講義風景 

 
 

 
第 15 回講義風景 
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(2) 大学院共通科目「突発災害危機管理論」 

 日時：令和２年度 後期・木曜日２講時（10 時 30 分～12 時 00 分） 
 場所：農学部本館（講義室 S22），オンライン講義 
 担当：広域複合災害研究センター 

 
 開講日 タイトル 講師 
1 10/1（木） 火山地域の土砂災害と減災 農学研究院・森林科学分野 

山田 孝 
2 10/8（木） 気候変動と災害 理学研究院・気象学分野 

稲津 將 
3 10/15（木） 洪水災害と治水 工学研究院・土木工学部門 

泉 典洋 
4 10/22（木） 防災と地域の発展 広域複合災害研究センター 

厚井 高志 
5 10/29（木） 地震と津波 理学研究院・地震観測研究分野 

谷岡 勇市郎 
6 11/5（木） 地震と都市災害 工学研究院・空間防災分野 

岡田 成幸 
7 11/12（木） 土砂災害リスクを捉える 農学研究院・森林科学分野 

笠井 美青 
8 11/19（木） 火山災害 理学研究院・火山活動研究分野 

青山 裕 
9 11/26（木） 沿岸災害 工学研究院・土木工学部門 

山下 俊彦 
10 12/3（木） リモートセンシングと雷観測 理学研究院・宇宙惑星科学分野 

高橋 幸弘 
11 12/10（木） 雪崩・融雪災害 農学研究院・森林科学分野 

桂 真也 
12 12/17（木） 道路交通における吹雪災害軽

減 
工学研究院・土木工学部門 
萩原 亨  

13 1/7（木） 災害情報の処理 文学研究科・人間科学部門 
橋本 雄一 

14 1/14（木） 総合的な防災行政 (一財)砂防・地すべり技術センター 
南 哲行 

15 1/21（木） 防災とロボット技術 工学研究院・機械・宇宙航空工学部門 
江丸 貴紀 
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 シラバス 
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3.1.2  広域複合災害研究センター勉強会 

広域複合災害センターでは，8 月 7 日に農学部 N21 教室にて第一回勉強会を開催しまし

た。参加者は，連携協定先の北海道開発局からも含め 20名でした。 

 

勉強会では，山田孝先生（砂防学），青山裕先生（火山物理学・地震学），佐野寿聰氏（ア

ジア航測株式会社），江丸貴紀先生（ロボット工学・制御工学），田中岳先生（水文学），岡

田成幸先生（地震防災計画学）（発表順）より，各氏の専門に基づいた視点から「広域複合

災害と広域複合災害情報システム」に関する話題提供があり，活発な議論が繰り広げられま

した。 

 

勉強会で得られた知見は，センターで今後広域複合災害情報システムを開発するにあた

り，随時取り入れていくことになります。 
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勉強会の様子１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会の様子２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会の様子３ 
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3.1.3  競争的資金等の研究課題 

 

センターメンバー等 課題名等 

北海道大学 

広域複合災害研究センター 

海溝型地震による広域複合災害の想定と効果的な減災対策・

避難を考える 

（一般社団法人国立大学協会 2020 年度防災・日本再生シンポジウム） 

山田 孝，笠井 美青，桂 真

也，村上 亮，谷岡 勇市郎，

稲津 將，泉 典洋，山下 俊

彦，萩原 亨，岡田 成幸，橋

本 雄一，厚井 高志（以上，研

究分担者） 

連鎖複合型災害現象のメカニズムと人口急減社会での適応

策 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

山田 孝（研究代表者） 

笠井 美青，桂 真也 

（以上，研究分担者） 

火山灰堆積地域での地震による山腹崩壊と土砂移動範囲予

測手法の提案 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 

山田 孝（研究分担者） 

山腹崩壊後の植生遷移の制限要因の解明と多様な窒素固定

植物による植林技術の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B）) 

山田 孝(研究代表者) 

笠井美青（研究分担者） 

土石流とともに流出する流木塊の実態とその発達プロセ

スに基づく流木塊規模推定手法 

（国土交通省 河川砂防技術研究開発公募 地域課題分野（砂防）） 

笠井 美青（研究代表者） 

山田 孝，桂 真也（以上，研究

分担者） 

大規模地震後の崩壊危険斜面の抽出方法 

（一般財団法人砂防・地すべり技術センター 研究助成） 

厚井 高志（研究代表者） 

中長期時間スケールを対象とした流域貯留土砂の移動実態

とその把握手法の検討 

（日本学術振興会 科学研究助成事業 研究活動スタート支援） 

桂 真也（研究代表者） 

基岩層を介した水移動を組み込んだ新たな表層崩壊予測モ

デルの開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B）) 
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桂 真也（研究代表者） 

厚井 高志，田中 健貴 

（以上，研究分担者） 

大規模地震により荒廃した流域からの水・土砂流出特性の解

析 

（河川基金助成事業） 

泉 典洋（研究代表者） 

今 日出人，久加 朋子，山田

朋人（以上，研究分担者） 

北海道胆振東部地震における厚真川流域の土砂災害に関

する分野横断型調査研究 

（一般法人北海道河川財団 研究助成金） 

泉 典洋，今 日出人，久加 朋

子，山田 朋人（以上，研究分担

者） 

大量アンサンブル降雨-流出計算データを利用した流路

変動解析による河道被災リスクの定量評価手法の構築 

（委託研究費 国土交通省国土技術政策総合研究所） 

泉 典洋（研究分担者） 

河川堤防のパイピングメカニズム解明と維持管理法のパラ

ダイムシフトに向けた研究 
（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

泉 典洋（研究分担者） 

降雨パターンの膨大さと降雨流出-氾濫過程の不確実性を考

慮した水災害リスク評価手法 
（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 

泉 典洋（研究代表者） 

地震起源の海底斜面崩壊とそれによる津波と混濁流の発生

メカニズム 
（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 

泉 典洋（研究分担者） 

令和元年台風 19 号及び台風 21 号による広域災害に関する

総合研究 
（河川財団研究助成金） 

永田 晴紀（研究代表者） 

小型宇宙機に革新的軌道変換能力を与えるハイブリッドキ

ックモータの開発 

（日本学術振興会 科学研究費除籍事業 学術変革領域研究（B）） 

永田 晴紀（研究代表者） 
ハイブリッドロケットノズル浸食の機構解明 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 

永田 晴紀（研究分担者） 

 

革新的超小型衛星による機動的で高頻度な深宇宙探査領域

の開拓 

（日本学術振興会 科学研究費除籍事業 学術変革領域研究（B）） 
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永田 晴紀（研究分担者） 

液体酸素－固体燃料の拡散燃焼機構の解明と端面燃焼式ハ

イブリッドロケットへの適用 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(Ｃ）) 

江丸 貴紀（研究代表者） 

大規模フィールドの管理を目的とした非均一な UGV・UAV

群によるロバスト SLAM 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C)） 

江丸 貴紀（研究代表者） 
港湾の維持管理を目的とした GNSS トラッカーの開発 

（（一財）港湾空港総合技術センター研究開発助成） 

江丸 貴紀（中心研究者） 

北海道大学のスペクトル計測技術による「革新的リモートセ

ンシング事業」の創成 

（文部科学省 地域イノベーション・エコシステム形成プログラ） 

田中 岳（研究代表者） 

降雨流出系の確率応答解析に立脚した洪水予測システムの

合理的な構築方法に関する研究 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(Ｃ)） 

田中 岳（研究代表者） 

多文化共生社会における防災教育教材としての「やさし

い」ハザードマップの改良と小学校での教育実践 

（河川基金助成事業） 

安成 哲平（研究代表者） 

極東森林火災による PM2.5 時空間変動解析と予測手法開発

及び人間圏への影響評価 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）） 

安成 哲平（研究分担者） 
気象気候の遠隔影響と予測可能性 
（文部科学省  北極域研究加速プロジェクト 環境技術等研究開発推進事業

費補助金事業（Arctic Challenge for Sustainability II）） 

石川 達也（研究分担者） 

気候変動対応型災害免疫力の向上を志向した地域地盤災害

脆弱性評価手法の確立と適用 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

石川 達也（研究分担者） 

 

粗粒材の長期劣化を考慮した新たな交通施設の維持管理方

法：経験知から科学知の保守へ 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B)） 
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石川 達也（研究代表者） 

高緯度寒冷地盤の雨慣れ度を考慮した気候変動下の豪雨災

害リスク評価法の開発 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 挑戦的研究（萌芽）） 

石川 達也（研究分担者） 

表層凍結斜面崩壊メカニズムの地盤工学的解析に基づく東

欧校倉木造教会堂保存の研究 
（日本学術振興会 科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金 国際共

同研究強化(B)） 

橋本 雄一（研究代表者） 

千島海溝地震による津波の避難行動モデル化と情報統合シ

ステム構築 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)） 

橋本 雄一（研究分担者） 

港湾観光都市における津波率先避難の意思決定モデル構築

とシミュレーション分析 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)） 

青山 裕（研究代表者） 

雪泥流流下経路の自動推定システムの開発と信頼度評価：富

士山を対象として 

（日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)） 

稲津 將（研究代表者） 

 

気候変動に伴う都市災害への適応 

（環境再生保全機構・環境研究総合推進費） 

稲津 將（研究分担者） 

高解像気候変動予測と作物データセットの充実による農業

適応策の提示 

（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(A)） 

岡田 成幸（研究代表者） 

地震発生の切迫性を伝える災害情報モデルとシナリオの構

築～北海道胆振東部地震からみえた新たな課題としての複

合連鎖問題の解釈を通して～ 
（令和 2 年度「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画(第 2
次)」地震・火山噴火予知研究協議会拠点間連携共同研究(東京大学地震研究

所、京都大学防災研究所)） 
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3.2  アウトリーチ活動 

3.2.1  イベント主催および後援 

(1)主催シンポジウム 

広域複合災害研究センター（以下,CNHR）は，令和２年度防災・日本再生シンポジウ

ム「海溝型地震による広域複合災害の想定と効果的な減災対策・避難を考える」を令和

２年 11月 24日（火）にオンライン開催しました。本シンポジウムは一般社団法人国立

大学協会が募集した「2020年度防災・日本再生シンポジウム」に採択され，広域複合災

害研究センターと一般社団法人国立大学協会とが共催で開催しました。 

 

近い将来発生が予想される千島海溝・日本海溝地震により，北海道沿岸部への津波の

襲来，内陸部での大規模な土砂災害など，異種ハザードの連鎖複合的な発生が懸念され

ています。このシンポジウムでは，本学における防災に関わる全学的な組織である CNHR

が，日頃から蓄積している地震時，地震後の広域複合災害や減災に関する研究成果を発

信したほか，北海道特有の寒冷地避難や感染症流行下の避難方法に関する討論会を開催

し，広域複合災害や効果的な減災対策についての理解をより深めることを目的としまし

た。 

 

なお，当初は会場集会（新型コロナウイルス感染症対策として密を防ぐ観点から定員

制とする等）で開催予定，準備を進めていましたが，新型コロナウイルス感染症の再流

行に伴う北海道大学行動指針等を踏まえ，急遽オンライン開催に変更して開催しました。 

 
令和２年度防災・日本再生シンポジウム 

「海溝型地震による広域複合災害の想定と効果的な減災対策・避難を考える」 
 
●開催日時：令和２年１１月２４日（火）１３時００分～１６時００分 
●会  場：北海道大学 学術交流会館 講堂（無観客／オンライン開催） 
●主  催：北海道大学広域複合災害研究センター 
●共  催：一般社団法人国立大学協会 
●後  援：釧路工業高等専門学校，北海道開発局，北海道，北海道立総合研究機

構，札幌市，NHK 札幌放送局 
 



- 18 - 
 

シンポジウムには国や道，市町村の防災担当者，民間コンサルタントの技術者など約

100 人がオンライン参加しました。当日は，寳金清博総長から開会のご挨拶をいただい

たのち，「海溝型地震による広域複合災害の想定」をテーマとした一般講演５題，「効果

的な減災対策・避難の検討」をテーマとした招待講演４題とパネルディスカッションを

行い，最後にセンター長である山田孝教授より閉会挨拶がありました。 

 

一般講演では，CNHR兼務教員である谷岡勇市郎教授（理学研究院）から「海溝型地震

と津波浸水想定」，CNHR専任の岡田成幸特任教授から「海溝型地震による広域複合災害

の自助・共助・公助の効果と札幌市の課題」，同じく CNHR 専任の厚井高志准教授から「地

震に起因する土砂移動と土砂災害」，CNHR兼務教員の桂真也助教（農学研究院）から「積

雪期の大規模地震による斜面災害」，石井吉春客員教授から「地震による経済被害」と

題してそれぞれ講演いただきました。招待講演では，CNHR兼務教員の橋本雄一教授（文

学研究院）から「GIS でみる積雪期の津波避難移動の課題」，釧路工業高等専門学校の草

苅敏夫教授から「冬季における避難所運営～HUG の活用を通じて～」，日本赤十字北海

道看護大学の根本昌宏教授から「感染症蔓延下の避難生活で想定される災害関連疾患」，

NHK 釧路放送局の頼富重人記者から「防災・減災にむけた NHK の取り組み」と題してそ

れぞれ講演いただきました。引き続いて行われたパネルディスカッションでは，副セン

ター長の笠井美青准教授をコーディネーターとして，招待講演いただいた４人と北海道

開発局の高橋丞二調整官をパネリストに迎えて活発な議論が交わされ，講演内容を踏ま

えた対策の現状や今後の方向性，関係機関の連携の重要性などについて確認されました。  



- 19 - 
 

 



- 20 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶をする寳金清博総長 

 

 

 

 

 

 

 

 

招待講演中の根本昌宏教授（日本赤十字

北海道看護大学） 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッションの様子２ 
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閉会挨拶をする山田孝センター長 
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(2)後援活動 

 広域複合災害研究センターでは，以下のシンポジウム等で後援活動を行いました。 

 

シンポジウム等名称 主 催 開催日 場 所 等 

第３回 

防災技術イノベーション研究会 

Robust BOSAI シンポジウム 

北海道大学農林水産

工学国際連携研究教

育拠点 

2021 年 

3 月 18 日 
オンライン開催 
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3.2.2  講演会・研修会等の講師 

 
1) 2020 年 10 月 28 日 白糠町防災教育

事業「白糠中学校防災学習」講演会 
 主催：北海道白糠町 
 会場：白糠中学校体育館 
 演者：岡田成幸 
 演題：防災の自助・共助・公助 

 
2) 2020 年 11 月 1 日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 場所：札幌市教育文化会館 
 演者：今日出人 
 演題：行政の災害対策と危機管理 

 
3) 2020 年 11 月 1 日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 場所：札幌市教育文化会館 
 演者：青山裕 
 演題：火山災害 

 
4) 2020 年 11 月 1 日 防災士研修講座 
 主催：日本防災士機構 
 場所：札幌市教育文化会館 
 演者：岡田成幸 
 演題：津波・地震による災害，耐震診断と
補強 

 
5) 2020 年 11 月 5 日 砂防・土砂災害

緊急調査研修 
 主催：北海道開発局 
 場所：札幌市 
 演者：笠井美青 
 演題：崩壊地判読と土砂流動 

 
6) 2020 年 11 月 24 日 令和２年度防

災・日本再生シンポジウム 
 主催：北海道大学広域複合災害研究セン
ター 

 会場：北海道大学学術交流会館（オンライ
ン） 

 演者：谷岡勇市郎 
 演題：海溝型地震と津波浸水被害 

 
7) 2020 年 11 月 24 日 令和２年度防

災・日本再生シンポジウム 
 主催：北海道大学広域複合災害研究セン
ター 

 会場：北海道大学学術交流会館（オンライ
ン） 

 演者：岡田成幸 
 演題：海溝型地震による広域複合災害の
自助・共助・公助の効果と札幌市の課題 

 
 
 

8) 2020 年 11 月 24 日 令和２年度防
災・日本再生シンポジウム 

 主催：北海道大学広域複合災害研究セン
ター 

 会場：北海道大学学術交流会館（オンライ
ン） 

 演者：厚井高志 
 演題：地震に起因する土砂移動と土砂災
害 

 
9) 2020 年 11 月 24 日 令和２年度防

災・日本再生シンポジウム 
 主催：北海道大学広域複合災害研究セン
ター 

 会場：北海道大学学術交流会館（オンライ
ン） 

 演者：桂真也 
 演題：積雪期の大規模地震による斜面災
害 

 
10) 2020 年 11 月 24 日 令和２年度防

災・日本再生シンポジウム 
 主催：北海道大学広域複合災害研究セン
ター 

 会場：北海道大学学術交流会館（オンライ
ン） 

 演者：橋本雄一 
 演題：GIS でみる積雪期の津波避難移動
の課題 

 
11) 2020 年 12 月 15 日 札幌管区気象

台火山職員研修 
 主催：札幌管区気象台 
 オンライン開催 
 演者：青山裕 
 演題：火山で観測した信号のおもしろさ 

 
12) 2020 年 12 月 19 日 特別公開講演

会 
 主催：人吉地区法人会 
 中小企業大学校人吉校（人吉市） 
 演者：泉典洋 
 演題：令和 2 年豪雨災害を基に球磨川流
域の治水を考える 

 
13) 2020 年 12 月 20 日 建設促進協議

会主催勉強会 
 主催：川辺川ダム建設促進協議会 
 錦町役場 
 演者：泉典洋 
 演題：令和 2 年豪雨災害を基に球磨川流
域の治水を考える 

 
 
 



- 28 - 
 

14) 2020 年 12 月 17 日 十勝岳噴火総
合防災訓練に伴う関係機関調整会
議 

 主催：十勝岳火山防災協議会 
 オンライン開催 
 演者：青山裕 
 演題：最近話題になった十勝岳の火山現
象について 

 
15) 2021 年 1 月 26 日 令和２年度建設

事業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：一般社団法人室蘭建設業協会 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
 

16) 2021 年 1 月 28 日 令和２年度建設
事業専門研修会 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：フォーポイントバイシェラトン函館 
 演者：厚井高志 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
17) 2021 年 2 月 2 日 令和２年度建設事

業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：稚内建設協会 
 演者：田中健貴 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
18) 2021 年 2 月 5 日 さっぽろ市民カレ

ッジ 
 主催：札幌市生涯学習センター 
 場所：ちえりあ 
 演者：今日出人 
 演題：荒ぶる気候と札幌の河川～水害か
ら市民を守る新治水対策～ 

 
19) 2021 年 2 月 9 日 令和２年度建設事

業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：網走セントラルホテル 
 演者：田中健貴 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
20) 2021 年 2 月 16 日 2020 年度地盤品

質セミナー 
 主催：一般社団法人地盤品質判定士会 
 オンライン開催 
 演者：石川達也 
 演題：平成 30 年北海道胆振東部地震に
よる地盤災害について 

21) 2021 年 2 月 25 日 令和２年度建設
事業専門研修会 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：旭川商工会議所 
 演者：田中健貴 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
22) 2021 年 3 月 2 日 令和２年度建設事

業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：留萌市商工会議所（道北経済セン
ター） 

 演者：桂真也 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 
 

23) 2021 年 3 月 9 日 令和２年度建設事
業専門研修会 

 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：小樽市公会堂 
 演者：桂真也 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
24) 2021 年 3 月 16 日 令和２年度建設

事業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：一般社団法人空知建設業協会 
 演者：桂真也 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
25) 2021 年 3 月 17 日 令和２年度建設

事業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：一般財団法人北海道自治労会館 
 演者：笠井美青 
 演題：気候変動および大規模地震による
近年の土砂災害とその対応 

 
26) 2021 年 3 月 18 日 第 3 回防災技術

イノベーション研究会 Robust BOSAI 
シンポジウム 

 主催：北海道大学ロバスト農林水産工学
研究開発プラットフォーム 

 場所：オンライン開催 
 まとめ・ファシリテーター：渡部要一，井上
京，今日出人 

 演題：離農者、転出者を出さないための
復旧・復興 

 
27) 2021 年 3 月 20 日 防災士研修講座 
 主催：防災士研修センター 
 場所：札幌市教育文化会館 
 演者：青山裕 
 演題：火山災害 
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28) 2021 年 3 月 20 日 防災士研修講座 
 主催：日本防災士機構 
 場所：札幌市教育文化会館 
 演者：岡田成幸 
 演題：地震・津波による災害，耐震診断と
補強 

 
29) 2021 年 3 月 23 日 令和２年度建設

事業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：釧路センチュリーキャッスルホテル 
 演者：萩原亨 
 演題：災害と道路交通 

 
30) 2021 年 3 月 23 日 十勝経営者大学

「北海道論」コース 
 主催：北海道中小企業家同友会とかち支
部 

 オンライン開催 
 演者：稲津將 
 演題：北海道の気候の変遷 

 
31) 2021 年 3 月 24 日 令和２年度建設

事業専門研修会 
 主催：一般財団法人北海道開発協会 
 場所：一般社団法人帯広建設業協会 
 演者：萩原亨 
 演題：災害と道路交通 

 
32) 2021 年 3 月 28 日 センターシンポジ

ウム 
 主催：理学研究院附属地震火山研究観
測センター 

 オンライン開催 
 演者：青山裕 
 演題：次の有珠山噴火に向けた北海道大
学の取り組み（仮題） 
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3.2.3  有識者会議等への参画 

 

山田 孝 北海道防災会議，専門委員 

山田 孝 倶多楽火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会(北海道)，委員長 

山田 孝 砂防・急傾斜管理技術者試験判定小委員会((公社)砂防学会)，委員 

山田 孝 厚真町地盤災害に関する技術委員会(厚真町)，委員 

山田 孝 御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会(国土交通省)，委員 

山田 孝 白山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会(国土交通省)，委員 

山田 孝 乗鞍岳火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会(国土交通省)，委員 

山田 孝 令和元年度手稲山地区地すべり対策検討意見聴取会((一社)砂防・地すべり技術

センター)，構成員  

山田 孝 十勝岳火山防災協議会(北海道)，学識経験者 

笠井 美青 北海道水資源保全審査会，副会長 

笠井 美青 北海道環境影響評価審議会（北海道），委員 

笠井 美青 恵山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会（北海道），委員長 

笠井 美青 大雪山火山噴火緊急減災対策砂防検討委員会（北海道開発局），委員長 

笠井 美青 北海道防災会議，専門委員 

笠井 美青 大規模土砂災害対策研究機構，委員 

笠井 美青 北海道土地利用審査会（北海道），委員 

笠井 美青 北海道特定開発行為審査会（北海道），委員 

笠井 美青 恵山火山防災協議会，学識経験者 

笠井 美青 駒ケ岳火山防災協議会，学識経験者 

笠井 美青 大規模土砂災害対策検討会（北海道開発局），アドバイザー 

笠井 美青 
令和２年度手稲山地区地すべり対策検討意見聴取会（一般財団法人砂防・地す

べり技術センター），構成員 

厚井 高志 アトサヌプリ火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会（北海道），委員長 

厚井 高志 アトサヌプリ火山防災協議会，学識経験者 

厚井 高志 雌阿寒岳火山防災協議会，学識経験者 

厚井 高志 復興デザイン会議（東京大学復興デザイン研究体），委員 

厚井 高志 北海道政策評価委員会（北海道），委員 
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桂 真也 
令和２年度手稲山地区地すべり対策検討意見聴取会（一般財団法人砂防・地す

べり技術センター），構成員 

泉 典洋 北海道地方における気候変動を踏まえた治水技術検討会，委員 

泉 典洋 十勝川右岸圏域河川整備流域懇談会，座長 

泉 典洋 幾春別川総合開発事業マネジメント委員会，座長 

山下 俊彦 京都大学防災研究所自然災害研究協議会（京都大学防災研究所），委員 

山下 俊彦 胆振海岸技術検討委員会（北海道開発局室蘭開発建設部），委員 

山下 俊彦 北海道港湾・漁港の技術開発検討委員会（北海道開発局開発監理部），委員長 

山下 俊彦 石狩湾新港漂砂検討委員会（北海道開発局小樽開発建設部），委員長 

山下 俊彦 
サロマ湖漁港漂砂対策技術検討会（国土交通省北海道開発局網走開発建設

部），座長 

今 日出人 （一財）北海道河川財団技術審査会，委員 

今 日出人 
（一社）AZ-COM 丸和・支援ﾈｯﾄﾜｰｸ「大規模災害時支援体制整備に関する諮問委

員会」，委員 

今 日出人 札幌市地震被害想定検討委員会（札幌市），委員 

今 日出人 
河川管理に関するアドバイザー会議（国土交通省北海道開発局），アドバイザ

ー 

今 日出人 
気候変動脆弱地域における複合地盤災害のリスク評価に関する研究委員会（（公

財）土木学会北海道支部），委員 

江丸 貴紀 積雪寒冷対応システム検討ワーキンググループ，アドバイザー 

石川 達也 道路管理技術委員会（一般財団法人北海道道路管理技術センター），委員 

石川 達也 
NEXCO 東日本北海道支社土工技術検討会（ネクスコエンジニアリング北海道），

委員長 

石川 達也 北海道開発局道路防災有識者（国土交通省北海道開発局），委員 

石川 達也 
札幌市における大規模盛土造成地変動予測調査に掛かる技術的アドバイ 

ザー 

石川 達也 幌延深地層研究の確認会議，専門有識者 

石川 達也 北海道地方労働審議会，委員 

石川 達也 防災分野課題検討会（北海道立総合研究機構），外部有識者 

石川 達也 旭川市産業廃棄物施設設置申請に関わる専門委員 
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石川 達也 北海道公害審査会，委員 

石川 達也 厚真町地盤災害に関する技術委員会，委員 

青山 裕 火山噴火予知連絡会（気象庁），委員 

青山 裕 火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会（気象庁），委員 

青山 裕 火山噴火予知連絡会火山観測体制等に関する検討会（気象庁），委員 

青山 裕 火山防災に係る調査企画委員会（内閣府），委員 

青山 裕 火山防災に係る技術動向検討グループ（内閣府），委員 

青山 裕 北海道防災会議火山専門委員会（北海道），委員 

青山 裕 洞爺湖町防災会議（洞爺湖町），委員 

青山 裕 雌阿寒岳火山防災協議会（釧路総合振興局），学識経験者 

青山 裕 大雪山火山防災協議会（上川総合振興局），学識経験者 

青山 裕 十勝岳火山防災協議会（上川総合振興局），学識経験者 

青山 裕 有珠山火山防災協議会（胆振総合振興局），学識経験者 

青山 裕 北海道駒ヶ岳火山防災協議会（渡島総合振興局），学識経験者 

岡田 成幸 北海道防災会議地震火山対策部会地震専門委員会，委員長 

岡田 成幸 
北海道防災会議地震防災対策における減災目標設定に関するワーキンググ

ループ，座長 

岡田 成幸 
「令和 3 年度札幌市員防災センター展示施設運営業務」企画競争実施委員

会，委員 

岡田 成幸 
日本建築学会人為的要因による自然災害の防止に向けた技術・社会に関す

る特別研究委員会(第 2次)，委員 

村上 亮 地理空間情報に関する北海道地区産学官懇談会（国土地理院），委員 

村上 亮 
リサイクル燃料備蓄センターに係る火山活動評価委員会（リサイクル燃料

貯蔵株式会社），委員 

村上 亮 恵山火山防災協議会，学識経験者 

村上 亮 恵山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会（渡島総合振興局），委員 

村上 亮 樽前山火山減災行動ワーキンググループ（北海道開発局），委員 

村上 亮 十勝岳火山減災行動ワーキンググループ（北海道開発局），委員 

村上 亮 東濃地震科学研究所運営委員会（地震予知総合研究振興会），委員 
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3.3  メディア報道・取材対応 

 

山田 孝 

桂 真也 

2020 年 9 月 3 日（木） 

NHK WEB ニュース特集 

「胆振東部地震から２年～想定外の山崩れ 要因は？」 

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n0b4b2674a1ff 

広域複合災害

研究センター 

2020 年 9 月 28 日 

北海道通信 

「開発局と北大広域複合災害研究センター 技術開発・人材育成で連携 10

月 2 日に協定締結式」 

広域複合災害

研究センター 

2020 年 10 月 2 日 

北海道新聞 どうしん電子版 

「北大災害研究センター 開発局と協定 大規模災害への備え強化」 

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/466674?rct=n_hrdb 

広域複合災害

研究センター 

2020 年 10 月 3 日 

北海道新聞（30 面） 

「北大災害研と開発局が協定 防災技術開発で連携」 

広域複合災害

研究センター 

2020 年 10 月 5 日 

北海道通信（3 面） 

「開発局 連携協力で協定締結 減災へ技術開発を促進 北大広域複合災害

研究センターと」 

江丸 貴紀 

2020 年 10 月 28 日 

日刊工業新聞 

「次代を狙う 北海道のクルマ産業（下）寒冷地の利、生かす」 

https://www.nikkan.co.jp/articles/view/576328 
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岡田 成幸 

2020 年 10 月 29 日 

北海道新聞 どうしん電子版 

「津波来たら高台へ逃げろ 白糠中で避難訓練し専門家が講演」 

https://www.hokkaido-np.co.jp/movies/detail/6205452852001 

江丸 貴紀 

2020 年 10 月 31 日 

ニューススイッチ 

「雪道での自動運転はできるの？ 除雪車での実証実験が年末からスタート」 

https://newswitch.jp/p/24415 

稲津 將 

2020 年 11 月 11 日 

北海道大学 プレスリリース（研究発表） 

「札幌市内シラカバ花粉飛散の超高解像予測システムを開発～実用的なシラ

カバ花粉飛散予測への貢献に期待～」 

https://www.hokudai.ac.jp/news/2020/11/post-751.html 

稲津 將 

2020 年 11 月 12 日 

日本経済新聞 

「北海道大学、シラカバ花粉の飛散を 400 メートル間隔で予測」 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO66138740S0A111C2L41000/ 

稲津 將 

2020 年 11 月 13 日 

北海道大学新聞 

「春の花粉濃度、４００メートル間隔でわかる シラカバ花粉の予測システ

ム開発 —北大理学研究院・稲津教授ら」 

https://www.hokudaishinbun.com/2020/11/13/4643/ 

広域複合災害
研究センター 

2020 年 11 月 16 日 

北海道大学新聞 

「防災に向け開発局とタッグ －北大災害研センター－」 

https://www.hokudaishinbun.com/2020/11/16/4676/ 
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広域複合災害
研究センター 

2020 年 11 月 20 日 

北海道大学 プレスリリース（その他） 

「令和２年度防災・日本再生シンポジウムをオンライン開催」 

https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/201120_pr2.pdf 

広域複合災害
研究センター 

2020 年 11 月 25 日 

NHK NEWS WEB 

「巨大地震の広域複合災害を講演」 
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3.4  関係機関との連携 

＜国土交通省北海道開発局と連携協力に関する協定を締結＞ 

北海道大学広域複合災害研究センターは国土交通省北海道開発局と 2020年 10月 2日

（金）に連携協力に関する協定を締結しました。 

 

締結式は本学事務局 2号館大会議室で執り行われ，広域複合災害研究センターからは

山田孝 教授（センター長），笠井美青 准教授（副センター長），厚井高志 准教授が，

北海道開発局からは倉内公嘉 開発局長，米津仁司 次長，岡下淳 開発調整課長が出席

しました。また，締結式に先立って寳金清博 総長を表敬訪問し，協定締結の経緯や内

容について説明しました。 

 

広域複合災害研究センターは，農学，工学，理学，文学等を専門とする学内教員から

構成されており，研究，教育，社会貢献（アウトリーチ）の３つを柱としています。気

候変動や地殻変動が活発化する中で，今後，種々の自然災害が連鎖複合することで災害

が激甚化することも想定されます。広域複合災害研究センターではその実態解明や課題

を整理しつつ，減災手法を提案していくことを一つの使命としています。 

 

減災手法の検討に際し，災害対応の実務に長けた北海道開発局との連携協力は不可欠

です。本連携協定の締結は，広域複合災害・北海道開発分野における研究・技術開発，

人材育成の推進を目的としています。協定締結により災害時のみならず平常時から緊密

な連携協力を推進していくことになります。今後は，教育・研究上の情報交換を行うな

どして防災に係る人材育成を相互にはかるほか，広域複合災害研究センターが主催する

研究集会や講義，研究プロジェクト等への北海道開発局の参画，広域複合災害研究セン

ターからは北海道開発に係る施策・事業に対する助言，災害に関する助言を行っていく

予定です。 
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締結式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定書署名中の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名後，締結書を持つ山田センター長（左）と倉内開発局長（右） 
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3.5  CNHR Newsletter の発行 

 広域複合災害研究センターや所属メンバーの活動状況のほか，関係するイベント情報，

道内の自然災害の発生情報，センターメンバーの紹介を行うため，令和２年度から

「CNHR Newsletter」の発行を開始しました。Newsletter は年４回程度発行していく予定

です。また，Newsletter は当センターホームページ上で公開するほか，行政防災担当者

（道内 179 市町村等）や関係機関にメール配信しています。 

 ※令和２年度に発行した Newsletter は付録資料に収録しました。 

 

 

【CNHR Newsletter 発行状況】 

通算番号 対象期間 備 考 

Vol.1 2020年 7月―2020年 9月  

Vol.2 2020年 10月―2020年 12月  

Vol.3 2021年 1月―2021年 3月 2021 年 4月発行予定 
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3.6  学会調査団等への参加 

 

参加者 調査状況等 

泉 典洋 

公益社団法人土木学会・公益社団法人地盤工学会 

「令和元年台風 19 号および台風 21 号災害調査団」  

（千曲川，平成 31 年 4 月～令和 3 年 11 月） 

泉 典洋 

公益社団法人土木学会 

「令和 2 年 7 月九州豪雨災害調査団」 

（球磨川，筑後川，令和 2 年 7 月～） 
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4．活動成果                          
（掲載順不同） 

4.1  論文・紀要・書籍等 

 

【査読あり】 

Yongrae KIM，Takashi YAMADA: Experimental study of physical measures against subsequent 

sediment flow following debris flow deposition. International Journal of erosion control engineering, Vol 

13, No.3, pp.56-63, 2021 

Shui Yamaguchi, Mio Kasai: Incorporating ground cracks in the estimation of post-seismic landslide 

susceptibility, Proceedings of GEOMORPHOMETRY 2020 Conference 166 – 169, 2020 

Michiya IRASAWA, Takashi KOI, Ching-Ying TSOU, Nobuaki KATO, Shinjiro MATSUO, Mizuho 

ARAI, Masahiro KAIBORI, Takashi YAMADA, Mio KASAI, Taeko WAKAHARA, Daisuke 

HIGAKI, Hajime IKEDA, Yoshiharu ISHIKAWA, Kenichi ARAI, Shinji HIROSE, Tatsuya SATO, 

Hideki KAWATABATA, Manabu KOUBU, Satoshi NIWA, Kazuhiro SUGAWARA, Hiroyuki 

MATSUSAKA, Nobuyuki TADA: October 2019 Sediment Disaster in the Tohoku Region owing to 

Typhoon No. 19 (Tyhpoon Hagibis), International Journal of Erosion Control 

Engineering 13(2) 48 – 55,  2020 

柳井 一希, 笠井 美青： WOE 法及びロジスティック回帰法による和歌山県那智川流域におけ

る表層崩壊危険度分布，日本地すべり学会誌 57(3) 90 – 98，2020 年 

厚井高志，権田豊：溶岩流による火山災害とその対策の方向性－キラウエア２０１８年噴火時

の溶岩流出実態とその対応を踏まえて－，砂防学会誌 73(6) 27 – 38，2021 年 

Takashi Koi, Yasuhiro Fujisawa, Nobuo Anyoji. Rainfall-Induced Lahar Occurrences Shortly After 

Eruptions and Its Initiation Processes in Japan, In: Guzzetti F., Mihalić Arbanas S., Reichenbach P., 

Sassa K., Bobrowsky P.T., Takara K. (eds) Understanding and Reducing Landslide Disaster Risk. 

WLF 2020. ICL Contribution to Landslide Disaster Risk Reduction. Springer, Cham. 359 – 364, 2021 

厚井高志, 長井義樹, 菊井稔宏, 小林拓也, 大野宏之, 城ヶ崎正人, 野呂智之, 水野秀明, 田中

淳：平成 29 年 7 月九州北部豪雨における土砂移動現象の時空間分布の推定と避難実態，砂防

学会誌 73(3) 54 – 59，2020 年 

梶原伴樹、筒井和男、﨑山朋紀、岸畑明宏、坂口隆紀、木下篤彦、柴田俊、松澤真、田中健

貴：コアストーンが分布する斜面の水文特性に関する研究，河川技術論文集，vol.26，

pp.573-576，2020 年 

https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/29532345
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/29532345
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/28406203
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/28406203
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/27747934
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/27747934
https://researchmap.jp/kasai-mio/published_papers/27747934
https://researchmap.jp/takoshiman/published_papers/31518530
https://researchmap.jp/takoshiman/published_papers/31518530
https://researchmap.jp/takoshiman/published_papers/30204317
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海原荘一・浅原 裕・木下篤彦・中谷洋明・田中健貴：高感度地震観測網による大規模土砂移

動発生時の地盤振動特性と検知，砂防学会誌，第 73 巻５号，pp.27-37，2020 年 

林幸一郎・小松慎二・窪田安打・木下篤彦・小竹利明・山田拓・柴田俊・田中健貴：重力変形

斜面における降雨と岩盤内地下水の水位変動および水質変化の関係，第 10 回土砂災害に関す

るシンポジウム，pp.13-18，2020 年 

田中健貴・木下篤彦・小竹利明・山田拓・柴田俊・窪田安打・小松慎二・林幸一郎：重力変形

斜面における地下水の水質変化に岩盤からの溶出イオンが与える影響，第 10 回土砂災害に関

するシンポジウム，pp.25-30，2020 年 

海原荘一・只熊典子・髙田隆行・木下篤彦・柴田俊・小竹利明・山田拓・田中健貴：紀伊半島

大水害で発生した深層崩壊斜面下流における蛇行度及び川幅と河床変動の関係，第 10 回土砂

災害に関するシンポジウム，pp.37-42，2020 年 

竹本大昭・海原荘一・木下篤彦・田中健貴：超過確率年を用いた土砂災害警戒避難基準雨量の

有効性，第 10 回土砂災害に関するシンポジウム，pp. 169-174，2020 年 

松永一慶，桂真也：多数の短期・長期降雨指標を用いた平成 28 年熊本地震後の土砂移動現象発

生時の降雨規模評価，第 10 回土砂災害に関するシンポジウム論文集，p.7-12，2020 年 

桂真也：融雪土砂災害に対する融雪を考慮した土砂災害警戒情報の適用性の検討，第 10 回土砂

災害に関するシンポジウム論文集，p.187-192，2020 年 

Toshiya Aoki, Shin’ya Katsura, Takahiko Yoshino, Takashi Koi, Yasutaka Tanaka, Takashi Yamada: 

Pressure Head Dynamics on a Natural Slope in Eastern Iburi Struck by the 2018 Hokkaido Earthquake 

Understanding and Reducing Landslide Disaster Risk, Vol.5 Catastrophic Landslides and Frontiers of 

Landslide Science, p.81-86, 2021 

泉典洋，前田健一，岡村未対：簡易なモデルを用いた複層状堤防周辺地盤の浸透流解析，土木

学会論文集 B1（水工学），Vol.76，No.2，pp.l_325-l_330，2020.11. 

岩佐 隆広, 二階堂 竜司, 平間 史泰, 田所 壮也, 飯島 直己, 西藤 浩二, 吉川 契太郎, 中津 隆

文, 熊谷 直哉, 水野 雄三, 山下 俊彦, 木村 克俊, 加藤 史訓, 平井 康幸：高天端人工リーフ

の水理特性に関する検討，土木学会論文集 B2(海岸工学) 76 巻 2 号 p. I_757-I_762，2020 年 

今日出人・久加朋子・戸嶋光映・松原寛：低平地・千歳川流域における近郊農業の発展と北海

道総合開発計画による河川水位・地下水位・土壌湿潤特性の長期変化に関する研究，水文・

水資源学会誌，33, pp.98-110, 2020 年 
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今日出人・久加朋子・橋場雅弘・土田宏一・西山典志・瀧川憲・杉山拓大・清水康行：電波不

感地域における雨量・水位・氾濫情報提供システム開発とハビウ川における検証の試み, 土

木学会論文集 B1(水工学), 76, pp.I_415-I_420, 2020 年 

Ayumu Tsuji, Yuji Saito, Landon Kamps, Masashi Wakita, Harunori Nagata: Stabilized combustion of 

circular fuel duct with liquid oxygen, Proceedings of the Combustion Institute, 2020 年 7 月 

Yuji Saito, Landon Kamps, Ayumu Tsuji, Masashi Wakita, Hiroyuki Koizumi, Keisuke Asai, Harunori 

Nagata: Initial Firing Tests of Aluminum Rod/Water Hybrid Rockets, AIAA Propulsion and Energy 

2020 Forum, 1 – 11, 2020 年 8 月 

Eduardo Narvaez, Ankit A. Ravankar, Abhijeet Ravankar, Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi: 

Autonomous VTOL-UAV Docking System for Heterogeneous Multi-Robot Team, IEEE Transaction 

of Instrumentation and Measurement, pp. 1-28 (2020), DOI: 10.1109/TIM.2020.3039649, IF=3.658. 

Ankit A. Ravankar, Abhijeet Ravankar, Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi: Line Segment 

Extraction and Polyline Mapping for Mobile Robots in Indoor Structured Environments Using Range 

Sensors, SICE Journal of Control, Measurement, and System Integration, Vol.13, No.3, pp. 138-147 

(2020), DOI: 10.9746/jcmsi.13.138, TC=4. 

Hidenori Ogawa, Yukinori Kobayashi, Takanori Emaru: Relative positioning control of flexible 

structure for precise positioning stage, JSME Mechanical Engineering Journal, Vol.7, No.2 (2020), 

DOI: 10.1299/mej.19-00443.  

Ankit A. Ravankar, Abhijeet Ravankar, Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi, HPPRM: Hybrid 

Potential Based Probabilistic Roadmap Algorithm for Improved Dynamic Path Planning of Mobile 

Robots, IEEE Access, Vol.8, pp. 221743-221766 (2020), DOI: 10.1109/ACCESS.2020.3043333, 

IF=3.745.  

Subramanian, S. S., Fan, X., Yunus, A.P., van Asch, T., Scaringi, G., Xu, Q., Dai, L., Ishikawa, T., 

Huang, R. : A sequentially coupled catchment-scale numerical model for snowmelt-induced soil slope 

instabilities, Journal of Geophysical Research: Earth Surface, 125(5): 1-23, 2020.4. 

（10.1029/2019JF005468） 

Zhu Y., Ishikawa, T., Subramanian, S. S., Luo, B.: Simultaneous analysis of slope instabilities on a small 

catchment-scale using coupled surface and subsurface flows, Engineering Geology, 275: 105750, 

2020.7. （10.1016/j.enggeo.2020.105750） 

Nguyen, B.T., Ishikawa, T., Murakami, T.: Effects evaluation of grass age on hydraulic properties of 

coarse-grained soil, Transportation Geotechnics, 25: 100401, 2020.7.（10.1016/j.trgeo.2020.100401） 

https://researchmap.jp/nagata-harunori/published_papers/29524150
https://researchmap.jp/nagata-harunori/published_papers/29524150
https://researchmap.jp/nagata-harunori/published_papers/29544810


- 45 - 
 

Yang, J., Ishikawa, T., Lin, T., Tokoro, T., Nakamura, T., Momoya, Y.: Influence of aging on hydro-

mechanical behavior of unsaturated ballast, Transportation Geotechnics, 27: 100480, 2021.1.

（10.1016/j.trgeo.2020.100480） 

Zhu Y., Ishikawa, T., Subramanian, S. S., Luo, B.: Early warning system for rainfall and snowmelt 

induced slope failure in seasonally cold regions, Soils and Foundations, 61(1): 198-217, 2021.1. 

（10.1016/j.sandf.2020.11.009） 

Zhu, Y., Ishikawa, T., Subramanian, S. S.: Simulation of runoff and infiltration using iterative cross-

coupled surface and subsurface flows, Japanese Geotechnical Society Special Publication (8th Japan-

China Geotechnical Symposium), Vol. 8, No. 3, pp.41-46, 2020.9.（10.3208/jgssp.v08.j13） 

Nishimura, S., Sasahara, K., Ishikawa, T.: Effect of snow cover evolution on p ore water pressure 

behaviour in embankments and cut slopes: Field observations, Japanese Geotechnical Society Special 

Publication (8th Japan-China Geotechnical Symposium), Vol. 8, No. 8, pp. 288-293, 2020.9.

（10.3208/jgssp.v08.j07） 

Shohei Narita, Taku Ozawa, Yosuke Aoki, Masanobu Shimada, Masato Furuya, Youichiro Takada & 

Makoto Murakami: Precursory ground deformation of the 2018 phreatic eruption on Iwo-Yama 

volcano, revealed by four-dimensional joint analysis of airborne and spaceborne InSAR. Earth Planets 

Space 72, 145 (2020). https://doi.org/10.1186/s40623-020-01280-5 

Yamada, T., A. K. Kurokawa., A. Terada., W. Kanda., H Ueda., H. Aoyama., T. Ohkura., Y. Ogawa., T. 

Tanada: Locating hydrothermal fluid injection of the 2018 phreatic eruption at Kusatsu-Shirane 

volcano with volcanic tremor amplitude, Earth, Planets and Space, 73(1), 14, 2021. 

Tanioka, Y.: Improvement of near-field tsunami forecasting method using ocean-bottom pressure sensor 

network (S-net), Earth Planets Space, 2020, doi:10.1186/s40623-020-01268-1 

Katsuyama, Y., and M. Inatsu: Advantage of volume scanning video disdrometer in solid-precipitation 

observation. Scientific Online Letters on the Atmosphere, 17，35–40. 2021 

Sugawara, K., M. Inatsu, S. Shimoda, K, Murakami, and T. Hirota: Risk assessment and possible 

adaptation of potato production in Hokkaido to climate change using a large number ensemble climate 

dataset d4PDF. Scientific Online Letters on the Atmosphere, in press. 2021 

Inatsu, M., R. Yoshida, S. Karino, S. Takeuchi, and S. Kobayashi: A high-resolution prediction system 

for birch pollen in Sapporo. Agricultural and Forest Meteorology, 29, 108229. 2021 

https://doi.org/10.1186/s40623-020-01268-1


- 46 - 
 

Kawazoe, S., M. Inatsu, T. J. Yamada, and T. Hoshino: Climate change impacts on heavy snowfall in 

Sapporo with 5-km mesh large ensemble simulations, Scientific Online Letters on the Atmosphere, 16, 

233–239. 2020 

Inatsu, M., S. Tanji, and Y. Sato: Toward predicting expressway closures due to blowing snow events. 

Cold Region Science and Technology, 177, 103–123. 2020 

Katsuyama, Y., and M. Inatsu: Fitting precipitation particle size-velocity data to mixed joint probability 

density function with the expectation maximization algorithm. Journal of Atmosphere and Ocean 

Technology, 37, 911–925. 2020 

Katsuyama, Y., M. Inatsu, and T. Shirakawa: Response of snowpack to +2°C global warming in 

Hokkaido, Japan. Journal of Glaciology, 66, 83–96. 2020 

大久保光・中嶋唯貴・岡田成幸：地震時室内状況把握のためのリアルタイム音情報解析，

地域安全学会論文集，37，1-9，2020.11. 
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【査読なし】 

広域複合災害研究センター：北海道大学広域複合災害研究センターと国土交通省北海道開発局

とが連携協力に関する協定を締結, 北大時報 No. 799: 18，2020 年 

広域複合災害研究センター：令和２年度防災・日本再生シンポジウム「海溝型地震による広域

複合災害の想定と効果的な減災対策・避難を考える」を開催, 北大時報 No. 801: 16，2020

年 

古市剛久, 水垣滋, 小山内信智, 村上泰啓, 山田孝, 厚井高志：厚真川支流域（上流域）からの

流出観測，北海道河川財団研究所紀要 198 - 207 2020 年 

桂真也, 青木稔弥, 吉野孝彦：土の飽和透水試験，砂防学会誌，73(3)，p.87-90，2020 年 

桂真也, 青木稔弥, 吉野孝彦：土の保水性試験，砂防学会誌，73(3)，p.91-94，2020 年 

泉典洋：十勝川で始まる新たな治水の試み，河川，2021 年 1 月号，pp. 2-5 

江丸貴紀：AI・IT・RT を用いた農林業支援ロボットの開発，北海道芝草研究会報，Vol.44, pp. 

3-7, 北海道芝草研究会，2020 年 

安成哲平：【若手研究が世界を変える!】 【環境動態解析】（大気エアロゾル） NASA で研

究！積雪汚染が気候に与える影響を NASA の全球数値モデルを使って突き止めた！，みらい

ぶっく（学問・大学なび）， 2020 年 9 月 30 日  

石川達也：平成 30 年北海道胆振東部地震による地盤災害と今後の検討課題，電力土木，電力土

木技術協会，No.409，pp.3-9，2020.9. 

丹羽俊介，青山裕，澤田可洋：1950 年代に雌阿寒岳山上で取得されたすす書き地震記録の再解

析，釧路市立博物館紀要，39，1-12，2021 年 

 

 

https://researchmap.jp/read0142905/misc/31227031
https://researchmap.jp/read0142905/misc/31227031
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4.2  学会発表 

Natsumi Katayama, Takashi Yamada: A study on characteristics of movement of woody debris mass in 

debris flows by video footage analysis，EGU2020 Sharing Geoscience Online May 2020 

片山和紬，山田孝：土石流先頭部への流木の集中化，2020 年度砂防学会研究発表会概要集，

p179-180，2020 年 

間片大地，山田孝：地震に起因した火山灰堆積斜面崩壊による崩土の長距離移動実態の解明～

2018 年 9 月北海道胆振東部地震による厚真町の事例～，令和 2 年度地すべり学会研究発表会

概要集，2020 年 

山口柊生，笠井美青，山田孝：阿蘇立野地区を対象にした平成 28 年熊本地震後の崩壊危険斜

面の評価，砂防学会研究発表会（オンライン），2020 年 5 月 

法覚俊，笠井美青，山田孝：成 28 年 8 月北海道豪雨時の戸蔦別川における河畔林流失と河床

剪断力，砂防学会研究発表会（オンライン），2020 年 5 月 

石戸みさと, 青木佳音, 熊谷誠, 井良沢道也, 厚井高志, 金俊之：台風 19 号による岩手県内の土

砂災害に対する避難の実態，東北地域災害科学研究集会，2020 年 12 月 

Takashi Koi, Yasutanka Tanaka. Interdecadal-timescale storage and reactivate of landslide-derived 

sediment of fluvial systems in Hokkaido, Japan, American Geophysical Union (AGU) Fall 

Meeting, Dec. 2020 

厚井高志，権田豊：キラウエア 2018 年噴火時の防災対応とわが国の溶岩流対策の方向性 ，砂

防学会北海道支部研究発表会，北海道大学（北海道），2020 年 11 月 

権田豊, 厚井高志, 丹羽俊一, 樫野誠, 山本望, 吉本充宏, 藤田英輔, 藤平大, 新堀賢志, 金野

誠： アメリカ・ハワイ州における溶岩流対策に係る土砂管理手法の運用実態等に関する調

査 ，砂防学会研究発表会（オンライン），2019 年 7 月 

Takashi Koi, Yasutanka Tanaka. Sediment dynamics after the 1973 landslide event in mountain 

watersheds of Hokkaido, Japan, JpGU - AGU Joint Meeting 2020 2020 年 7 月 

只熊典子，海原荘一，髙田隆行，木下篤彦，柴田俊，小竹利明，山田拓，田中健貴：天然ダム

からの多量の土砂の供給を受けた河道における河床変動の特徴，第 69 回 2020 年度砂防学会

研究発表会概要集愛知大会 

https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/31396424
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/31396424
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/31293144
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/31293144
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/30914377
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/29359142
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/29359142
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/29359133
https://researchmap.jp/takoshiman/presentations/29359133
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林幸一郎，窪田安打，小松慎二，小竹利明，山田拓，柴田俊，木下篤彦，田中健貴：奈良県赤

谷西地区の重力変形斜面における岩盤内の地下水特性，第 69 回 2020 年度砂防学会研究発表

会概要集愛知大会 

榎原伴樹，筒井和男，﨑山朋紀，岸畑明宏，坂口隆紀，木下篤彦，柴田俊，松澤真，田中健

貴：地質境界付近の水文挙動が表層崩壊の発生に与える影響，第 69 回 2020 年度砂防学会研

究発表会概要集愛知大会 

岸畑明宏，坂口隆紀，﨑山朋紀，榎原伴樹，木下篤彦，柴田俊，小山内良人，横山修，田中健

貴：日置川水系，新宮川水系における放射性炭素年代測定結果を用いた深層崩壊発生頻度推

定方法の検討，第 69 回 2020 年度砂防学会研究発表会概要集愛知大会 

田中健貴，小竹利明，木下篤彦，山田拓，柴田俊，小松慎二，窪田安打，林幸一郎：奈良県赤

谷西地区の重力変形斜面における降雨時のイオン濃度変化，第 69 回 2020 年度砂防学会研究

発表会概要集愛知大会 

Matsunaga, T., and Katsura, S.: Estimation of the hourly snowmelt based on the heat balance method 

using the Japan Meteorological Agency observation data alone and application for analyzing 

groundwater level fluctuation in a landslide site EGU2020: Sharing Geoscience Online 

Yoshino, T., and Katsura, S.: Roles of clay layers in rainfall-runoff processes in a serpentinite headwater 

catchment, EGU2020: Sharing Geoscience Online 

桂真也，関根猛：活発な移動を示す地すべりの移動量と相関の強い水文量の検討，2020 年度砂

防学会研究発表会（オンライン） 

松永一慶，桂真也：多数の降雨指標を用いた平成 28 年熊本地震後の警戒避難雨量基準の引き下

げに関する検討，2020 年度砂防学会研究発表会（オンライン） 

青木稔弥，桂真也，厚井高志，田中健貴，山田孝：平成 30 年北海道胆振東部地震により崩壊

が多発したテフラ堆積斜面の降雨浸透特性，2020 年度砂防学会研究発表会（オンライン） 

吉野孝彦，桂真也：風化物が粘土化する蛇紋岩山地源流域における降雨流出機構，2020 年度砂

防学会研究発表会（オンライン） 

松永隆正，桂真也：平成 29 年 5 月長野県飯山市井出川流域での融雪を起因とした土砂災害に対

する警戒避難基準の検討，第 59 回日本地すべり学会研究発表会 

泉典洋，前田健一，岡村未対：簡易なモデルを用いた複層状堤防周辺地盤の浸透流解析，水工

学講演会，2020.11. 5
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山岸貴一，渡辺俊仁，山下俊彦：北海道南西日本海沿岸の嵩上げ礁の海藻分布特性，寒地技術

シンポジウム（2020 年 11 月 26 日） 

Ryota Okuda, Kodai Komizu, Ayumu Tsuji, Takumi Miwa, Shuichi Yokobori, Kentaro Soeda, Landon 

Kamps, Harunori Nagata. Fuel regression characteristics of axial-injection end-burning hybrid rocket 

using nitrous oxide, AIAA Propulsion and Energy 2020 Forum 1 - 14 2020 年 

Takumi Miwa, Ayumu Tsuji, Ryota Okuda, Shuichi Yokobori, Kentaro Soeda, Landon Kamps, 

Harunori Nagata. Visualization of fuel regression rate in axial-injection end-burning hybrid rocket, 

AIAA Propulsion and Energy 2020 Forum 1 - 11 2020 年 

Daniele Bianchi, Mario Tindaro Migliorino, Marco Rotondi, Landon Kamps, Harunori Nagata. 

Numerical analysis of nozzle heating and erosion in hybrid rockets and comparison with experiments, 

AIAA Propulsion and Energy 2020 Forum 1 - 23 2020 年 

Seiji Ito, Landon Kamps, Satoshi Yoshimaru, Harunori Nagata. Evaluation of the thermal onset of 

graphite nozzle erosion, AIAA Propulsion and Energy 2020 Forum 1 - 14 2020 年 

江副祐一郎, 船瀬龍, 永田晴紀, 三好由純, 笠原慧, 中嶋大, 三石郁之, 石川久美, 上野宗孝, 山

崎敦, 長谷川洋, 三田信, 満田和久, 藤本正樹, 川勝康弘, 岩田隆浩, 平賀純子, 小泉宏之, 佐

原宏典, 金森義明, 森下浩平：地球磁気圏 X 線撮像計画 GEO-X(GEOspace X-ray imager)の現

状 II，日本天文学会年会講演予稿集 2020 年 

江副祐一郎, 船瀬龍, 永田晴紀, 三好由純, 笠原慧, 中嶋大, 三石郁之, 石川久美, 上野宗孝, 山

崎敦, 長谷川洋, 三田信, 藤本正樹, 川勝康弘, 岩田隆浩, 満田和久, 平賀純子, 小泉宏之, 佐

原宏典, 金森義明, 森下浩平, 沼澤正樹：地球磁気圏 X 線撮像計画 GEO-X(GEOspace X-ray 

imager)の現状 III，日本天文学会年会講演予稿集 2020 年 

江副祐一郎, 船瀬龍, 永田晴紀, 三好由純, 中嶋大, 三石郁之, 石川久美, 山崎敦, 長谷川洋, 藤

本正樹, 上野宗孝：地球磁気圏 X 線撮像計画 GEO-X の現状，地球電磁気・地球惑星圏学会

総会及び講演会(Web) 148th 2020 年 

深田真衣, 津地歩, 奥田椋太, 山田藍, 脇田督司, 永田晴紀：亜酸化窒素-光硬化性樹脂単ポート

燃料の安定燃焼特性，宇宙科学技術連合講演会講演集(CD-ROM) 64th 2020 年 

伊藤聖司, KAMPS Landon, 永田晴紀：グラファイトノズル浸食の熱的開始条件に関する研究，

宇宙科学技術連合講演会講演集(CD-ROM) 64th 2020 年 

田端健一, 友永優太, 戸谷剛, 永田晴紀：ハイブリッドキックモータを搭載した超小型宇宙機の

熱設計，宇宙科学技術連合講演会講演集(CD-ROM) 64th 2020 年 
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Ankit Ravankar , Abhijeet Ravankar , Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi, Dynamic Motion Planning 

for Mobile Robots using Improved Artificial Potential Field Method, 26th International Symposium on 

Artificial Life and Robotics, GS11-5 (Jan. 2021). 

Su Wang, Ankit Ravankar, Abhijeet Ravankar, Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi, Monocular 

Visual-Inertial Localization in a Point Cloud Map Using Feature-To-Distribution Registration, 

IEEE/SICE International Symposium on System Integration, ThB1.2 (Jan. 2021). 

Tomohiko Hasegawa, Takanori Emaru, Ankit Ravankar, Real-Time Interpolation Method for Sparse 

LiDAR Point Cloud Using RGB Camera, IEEE/SICE International Symposium on System Integration, 

WeC1.5 (Jan. 2021). 

Shunsuke Fujita, Takanori Emaru, Ankit Ravankar, Yukinori Kobayashi, Development of Robust Ridge 

Detection Method and Control System for Autonomous Navigation of Mobile Robot in Agricultural 

Farm, 23rd CISM IFToMM Symposium on Robot Design, Dynamics and Control, online (Sept. 2020). 

Masahiro Obuchi, Takanori Emaru, Ankit Ravankar, Improved Scan Matching Performance in Snowy 

Environments Using Semantic Segmentation, IEEE/SICE International Symposium on System 

Integration, ThA_VD4.4 (Jan. 2021). 

Yuta Sasaki, Takanori Emaru, Ankit Ravankar, SVM Based Pedestrian Detection System for Sidewalk 

Snow Removing Machines, IEEE/SICE International Symposium on System Integration, ThA_VD4.3 

(Jan. 2021).  

久保共平，江丸貴紀，RAVANKAR Ankit：未知環境における UAV 用リアルタイムナビゲーシ

ョンシステムの開発，3A2-06，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門

講演会，online，2020 年 12 月.  

佐々木祐太，江丸貴紀，Ravankar Ankit：歩道除雪環境における LiDAR を用いたロバスト歩行

者検出システム，3A2-02，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演

会，online，2020 年 12 月.  

小渕雅弘，江丸貴紀，Ravankar Ankit：積雪環境におけるスキャンマッチングを用いた自己位置

推定性能の改善，3A2-03，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演

会，online，2020 年 12 月.  

南岡和弥，江丸貴紀，Ravankar Ankit：歩道除雪作業の効率化を目的としたサーマルカメラによ

る人物検出，3A2-10，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会，

online，2020 年 12 月.  
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長谷川智彦，江丸貴紀，Ravankar Ankit：サーモカメラを用いた LiDAR 点群のリアルタイム補

完手法の提案，3A3-03，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演

会，online，2020 年 12 月.  

楊延峰，江丸貴紀，Ravankar Ankit：UAV を用いた自動スペクトル計測システムにおけるジン

バル制御，1G3-16，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会，

online，2020 年 12 月.  

本間貫太，江丸貴紀，Ravankar Ankit：UAV を用いた自動スペクトル計測システムにおける三

次元飛行経路の生成，1G3-17，第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門

講演会，online，2020 年 12 月.  

Sirawich Vachmanus, Ankit A. Ravankar, Takanori Emaru, Yukinori Kobayashi, Semantic 

Segmentation for Road Surface Detection in Snowy Environment, 2020 59th Annual Conference of the 

Society of Instrument and Control Engineers of Japan, pp. 1381-1386 (Sept. 2020).  

Yayun Lei, Takanori Emaru, Ankit A. Ravankar, Yukinori Kobayashi, Su Wang, Semantic Image 

Segmentation on Snow Driving Scenarios, 2020 IEEE International Conference on Mechatronics and 

Automation (ICMA 2020), pp.1094-1100, (Oct. 2020).  

Visarut Trairattanapa, Ankit A. Ravankar, Takanori Emaru, Estimation of Tree Diameter at Breast 

Height using Stereo Camera by Drone Surveying and Mobile Scanning Methods, 2020 59th Annual 

Conference of the Society of Instrument and Control Engineers of Japan (SICE 2020) pp.946-951 

(Sept. 2020). 

Teppei J. Yasunari, Kyu-Myong Kim, Pawan Gupta, Arlindo M da Silva, Masamitsu Hayasaki, 

Extracted COVID-19 signals of stay-home or lockdown effects on air pollution with the NASA’s 

MERRA-2 re-analysis data, AGU Fall Meeting 2020 年 12 月 American Geophysical Union 

安成哲平, 若林成人, 松見豊, 的場澄人：寒冷地対応型ポータブル PM2.5 測定システムの開発

と性能評価及び利用希望者への情報提供，気象学会 2020 年度秋季大会（オンライン開

催） 2020 年 10 月 28 日 日本気象学会  

Teppei J. Yasunari, Kyu-Myong Kim, Hisashi Nakamura, Nakbin Choi, Myong-In Lee, Yoshihiro 

Tachibana, Yutaka Matsumi, Shigeto Wakabayashi, Arlindo M da Silva. A recent summer wave 

pattern in the Arctic explains co-occurrences of European heat waves, and wildfires in Siberia, Alaska, 

and Canada (iPoster & DFS presentation), JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual 2020 年 7 月 16

日 Japan Geoscience Union (JpGU) & American Geophysical Union (AGU)  

https://researchmap.jp/read0142905/presentations/31226684
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/31226684
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/31226644
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/31226644
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211974
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211974
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211974
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Teppei J. Yasunari, Shigeto Wakabayashi, Toshihiko Takemura, Daiju Narita. Impacts of increased 

Siberian wildfire on air quality, climate, and economy, assessed with MIROC/SPRINTARS sensitivity 

experiments (iPoster & DFS presentations) , JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual 2020 年 7 月 14

日 Japan Geoscience Union (JpGU) & American Geophysical Union (AGU)  

中村貴久，福中力也，桃谷尚嗣，木次谷一平，石川達也：バラストの破砕・細粒化メカニズム

と残存寿命予測に関する基礎検討，鉄道工学シンポジウム講演論文集，No.24，pp.235-

242，2020.7. 

村上卓生，石川達也，酒匂一成，所哲也：降雨履歴が斜面表層の物性変化に及ぼす影響，第 55

回地盤工学研究発表会講演集，21-12-4-07，2020.7. 

金子治暉，平松海斗，石川達也，中村貴久，木次谷一平：経年劣化したバラストの保水性に対

する細粒化と粒子形状変化の影響，第 55 回地盤工学研究発表会講演集，21-2-1-07，2020.7. 

木次谷一平，中村貴久，伊藤壱記，石川達也，岡安崇史：下負荷面モデルを用いた細粒土混入

バラストの数値解析，第 55 回地盤工学研究発表会講演集，23-7-2-05，2020.7. 

笹原啓佑，西村聡，石川達也：積雪寒冷地の道路切土への融雪水の浸透の取り扱い，第 55 回

地盤工学研究発表会講演集，23-5-2-04，2020.7. 

石川達也，朱玉龍，Srikrishnan Siva Subramanian，羅斌：降雨・融雪に起因する積雪寒冷

地斜面の広域土砂災害リスク評価，令和 2 年度日本地すべり学会北海道支部研究発表会予稿

集，pp.13-16，2021.1. 

石川達也：気候変動脆弱地域における複合地盤災害のリスクの事例検討，令和２年度土木学会

北海道支部論文報告集，第 77 号，C-03（CDROM），2021.1. 

安岡朋久，石川達也，Wu Yuwei，所哲也，丸山記美雄，上野千草：道路舗装の凍上抑制のた

めのジオシンセティックス排水材料の設置方法の提案，地盤工学会北海道支部技術報告集，

第 61 号，pp.155-164，2021.1. 

金子治暉，石川達也，中村貴久，木次谷一平，平松海斗：不飽和粒状路盤の降雨浸透特性に及

ぼす経年劣化の影響，地盤工学会北海道支部技術報告集，第 61 号，pp. 165-172，2021.1. 

村上卓生，石川達也，酒匂一成，所哲也：降雨履歴に起因する表層の細粒分流出が斜面安定性

に及ぼす影響，地盤工学会北海道支部技術報告集，第 61 号，pp.259-266，2021.1. 

Tsuge, A., H. Aoyama, M. Ichiyanagi: Multi-parameter observations at Shikabe geyser and 

unique changes in interval between eruptions, JpGU-AGU Joint Meeting 2020  

https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211149
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211149
https://researchmap.jp/read0142905/presentations/29211149
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Teshima, N., T. Nishimura, H. Aoyama, M. Ichiyanagi: Fluid ascent dynamics of the 

Onikobe geyser, NE Japan: Insight from the thermal infrared imagery, JpGU-AGU Joint 

Meeting 2020 

池田 航，市原 美恵，本多 亮，青山 裕，酒井 慎一：空振計および地震計を使用した冬季富士

山の雪崩観測 (2018-2019 冬シーズン)，JpGU-AGU Joint Meeting 2020 

竹尾 明子，石瀬 素子，西田 究，青山 裕，青木 陽介：稠密観測によって捉えた昭和新山内部

における極微小低周波地震の可能性，JpGU-AGU Joint Meeting 2020 

寺田 暁彦，香取 慧，谷口 無我，山本 希，山田 大志，鬼澤 真也，西澤 達 治，青山 裕，森

田 裕一，大場 武：草津白根火山西方における温泉湧出と 2018 年群発地震，JpGU-AGU 

Joint Meeting 2020  

橋本 武志，青山 裕，田中 良，大倉 敬宏，森 俊哉：十勝岳の火山活発化指数（VUI）基準の

施策，日本火山学会 2020 年度秋季大会 

中島 悠貴，青山 裕，⻄村 太志，井口 正人，神田 径，大湊 隆雄，朝倉 由香子：2020 年 2

月‒6 月に行われた桜島・春田山での電位傾度観測の紹介，大気電気学会第 99 回研究発表会 

川添 祥，稲津 將，山田 朋人，星野 剛：札幌において豪雪をもたらす大気場と将来変化検

証，日本気象学会北海道支部第２回研究発表会 

菅原 邦泰，稲津 將，下田 星児，村上 貴一，広田 知良：規模アンサンブル気象データを用い

た北海道のバレイショへの気候変動影響の確率的評価，日本気象学会北海道支部第２回研究

発表会 

丹治 星河，稲津 將，大風 翼：格子ボルツマン法を用いた吹きだまりモデルの開発，雪氷研究

大会２０２０（オンライン） 

勝山 祐太，稲津 將，丹治 星河，川島 正行：ディストロメーターの測定方式による降雪粒子

観測の違い，雪氷研究大会，２０２０（オンライン） 

M. Inatsu: Climate change adaptation to disaster in urban areas, Japan Geoscience Union, 2020.7 

松岡昌志・中嶋唯貴・岡田成幸：2018 年北海道胆振東部地震の広域地震動分布の推定とアンケ

ート震度との比較，日本建築学会大会学術講演梗概集（関東），21007，2020.9. 
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岡田成幸・中嶋唯貴・飯田彬斗・岩崎祥太郎・竹内慎一：地震被害想定の検証 －2018 年北海

道胆振東部地震の被害実態との比較を通して－，日本建築学会大会学術講演梗概集（関

東），21008，2020.9. 

林響太・中嶋唯貴・岡田成幸・飯田彬斗：積雪寒冷期における地震津波複合災害の人的被害に

与える影響評価，日本建築学会大会学術講演梗概集（関東），21009，2020.9. 

飯田彬斗・中嶋唯貴・岡田成幸：地震時災害救助の技術向上に資する深層学習を用いた人的被

害程度推定システムの構築，日本建築学会大会学術講演梗概集（関東），21126，2020.9. 

岩崎祥太郎・中嶋唯貴・岡田成幸：2018 年北海道胆振東部地震における住宅再建状況調査 ―

安平町，厚真町，むかわ町を対象として―，日本地震工学会・大会，2020.12. 

岡田成幸・中嶋唯貴・松島信一・纐纈一起：地震発生の切迫性を伝える災害情報モデルとシナ

リオの構築～北海道胆振東部地震からみえた新たな課題としての複合連鎖問題の解釈を通し

て～，令和２年度「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）」成果報

告シンポジウム，オンライン，2020.3.16 
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5．表彰・受賞等                            

 

第 21 回計測自動制御学会システ

ムインテグレーション部門講演

会，SI2020 優秀講演賞，2020 年

12 月 

受 賞 者：小渕雅弘，江丸貴紀，Ravankar Ankit 

研究課題：積雪環境におけるスキャンマッチングを用いた

自己位置推定性能の改善 

第 21 回計測自動制御学会システ

ムインテグレーション部門講演

会，SI2020 優秀講演賞，2020 年

12 月 

受 賞 者：楊延峰，江丸貴紀，Ravankar Ankit 

研究課題：UAV を用いた自動スペクトル計測システムにお

けるジンバル制御 



 
 

 

 

 

＜ 付 録 資 料 ＞



 
 

 

 

 

 

付録-１ 

 

令和２年度防災・日本再生シンポジウム 

海溝型地震による広域複合災害の想定と 

効果的な減災対策・避難を考える 

 

講演概要集 
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付録-２ 

 

CNHR Newsletter 

（Vol.1～Vol.2） 

 



■Newsletter発行にあたって
広域複合災害研究センター（CNHR: Center for 

Natural Hazards Research）は北海道大学の学内共
同施設（研究施設）として2019年4月に設置されまし
た。このニュースレターでは，CNHRの活動や所属メ
ンバーの研究成果のほか，関係するイベント情報，道内
の自然災害の発生情報，センターメンバーの紹介を行う
ために発行していきます。

CNHRは地盤変動の活発化と気候変動によって近年
増加しつつある自然災害に対して，現象論的な専門分野
に偏ることなく，地域の特性と人間活動とを反映した災
害予測・軽減対策を研究し，その成果を大学院生や官公
庁，民間企業の技術者へのリカレント教育及び地域社会
のリーダー育成に活かしていくことを目的としています。

■活動報告
 大学院共通科目「国土全学総論」開講

（5月14日～8月6日＠農学部棟N21講義室）
今年度もCNHR所属教員のほか，防災や災害対応の

実務経験者，国土計画に関わる専門家など6人の客員講
師を招聘して，大学院生を対象とした「国土保全学総
論」を開講しました。

 第1回広域複合災害研究センター勉強会
広域複合災害センターでは，2020年8月7日に農学

部N21教室にて第一回勉強会を開催しました。参加者
は，連携協定先の北海道開発局からも含め20名でした。

勉強会では，山田孝先生（砂防学），青山裕先生
（火山物理学・地震学），佐野寿聰氏（アジア航測株
式会社），江丸貴紀先生（ロボット工学・制御工学），
田中岳先生（水文学），岡田成幸先生（地震防災計画
学）（発表順）より，各氏の専門に基づいた視点から
「広域複合災害と広域複合災害情報システム」に関す
る話題提供があり，活発な議論が繰り広げられました。

今回の勉強会で得られた知見は，センターで今後広
域複合災害情報システムを開発するにあたり，随時取
り入れていく所存です。

■イベント情報
〔企画シンポジウム〕

CNHRでは広域複合災害に関連した以下の防災シン
ポジウムを開催します。詳細は決まり次第ホームペー
ジ（https://www.cnhr.info/）等で随時公開していき
ます。※新型コロナウイルス感染症の流行状況を踏まえて開
催規模や内容の一部を調整中です。

【シンポジウムテーマ】
「海溝型地震による広域複合災害の想定と効果的な減
災対策・避難を考える」
 開催時期：2020年11月24日（火）
 開催場所：北海道大学 学術交流会館 小講堂
 開催趣旨：近い将来発生が予想される千島海溝・日

本海溝地震により，津波の襲来や内陸部での大規模
な土砂災害などの連鎖複合的な発生が懸念されます。
本シンポジウムでは，CNHRが日頃から蓄積してい
る地震時，地震後の広域複合災害や減災に関する研
究成果を主に行政の防災担当者に向けて発信します。

コロナ禍ということもあり
オンライン講義での開始とな
りましたが，途中から対面講
義に移行（オンライン講義併
用）しました。道庁協力のも
と札幌市内で防災対策に係る
現地見学も実施しました。

Center for Natural Hazards Research, Hokkaido University

北海道⼤学広域複合災害研究センター
〒060‐8589 北海道札幌市北区北9条⻄9丁⽬
Tel: 011‐706‐3882 Fax: 011‐706‐4695
Email: cnhr‐unei@cen.agr.hokudai.c.jp
ホームページ: https://www.cnhr.info/
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現地見学の様子

勉強会風景

■研究者紹介

専門は砂防学で，地震や噴火に伴う生
産土砂の二次移動について現地観測やリ
モートセンシング技術を用いた研究をし
ています。日本は狭い国土に急峻な地形
を有しています。加えて気候変動の影響
か近年は豪雨の頻度も増加しており，活
発な土砂生産・移動が，時に甚大な災害
を引き起こします。研究成果を防災減災
に役立てたいと考えています。

企画編集 広域複合災害研究センター事務局（担当：厚井）

厚井 高志 （こうい たかし）
広域複合災害研究センター 専任教員



名前 所属・役職 専門 最近の活動内容（研究課題など）

山田 孝 農学研究院・教授 砂防学
広域複合災害減災手法(特に、異種ハザ-ドの重なる区域での災害シナリオと減
災手法)、土砂・流木災害減災手法、土砂災害自衛工法、火砕流被害想定手法

井上 京 農学研究院・教授 農業土木学 低平地，特に泥炭地における地盤沈下に関する研究

鮫島良次 農学研究院・教授 農業気象学 気候資源と農業生産に関わる研究

笠井美青 農学研究院・准教授 砂防学 山地流域における災害後の地形変化の把握と予測

厚井高志
広域複合災害研究センター・

准教授
砂防学

大規模土砂生産イベント（2018年北海道胆振郷部地震など）後の堆積土砂の再
移動に関する研究

田中健貴
広域複合災害研究センター・

助教
砂防学 斜面土層内のパイプ流が斜面崩壊発生に与える影響に関する実験的研究

桂 真也 農学研究院・助教 砂防学
山地小流域における斜面内部の水循環および崩壊・地すべり発生予測に関する
研究

泉 典洋 工学研究院・教授 河川工学
洪水時における河床変動とそれによる河床粗度の変化や河岸侵食・河道変動の
メカニズム

山下俊彦 工学研究院・特任教授 海岸工学 海岸浸食と越波災害に関する研究

萩原 亨 工学研究院・教授 交通工学
道路における暴風雪災害を防ぐため、CCTVカメラで補足できない区間や路線の視界を車載カメラか
ら評価する技術を開発している。道路管理および他車への情報提供することを目的としている。

今日出人 工学研究院・特任教授 地域防災学 電波不感地域における雨量・水位・氾濫情報提供システム開発

久加朋子 工学研究院・特任准教授 河川工学 山地河川における流れと河床・流路変動に関する研究

永田晴紀 工学研究院・教授 宇宙推進工学
小型深宇宙探査機用ハイブリッドキックモータの開発（本年度中にプロトフライトモ
デルの完成を目指しています）

江丸貴紀 工学研究院・准教授
ロボット工学・
制御工学

・大規模フィールドの管理を目的とした非均一なUGV・UAV群によるロバストSLAM
・港湾の維持管理を目的としたGNSSトラッカーの開発

戸谷 剛 工学研究院・教授 機械工学
超小型衛星の熱設計の研究を行っています。最近、超小型衛星用の乱氷域検
出センサーの研究開発を始めました。

山田朋人 工学研究院・准教授 水文学
・気候変動予測手法の開発と洪水リスク評価に関する研究
・地球水循環システムと極端現象の解明に関する研究

田中 岳 工学研究院・助教 水文学
降雨流出系の確率応答解析に立脚した洪水予測システムの合理的な構築方法
に関する研究

安成哲平 北極域研究センター・助教
大気環境科
学・雪氷学

北極域及び周辺域における森林火災及びその大気汚染発生の要因分析と予測に関
わる研究。また、これらの健康・気候・経済的影響についての分野横断的研究。

石川達也 工学研究院・教授 地盤工学
気候変動に伴う積雪寒冷地の斜面災害形態変化の体系化とそのリスク評価に関
する研究

渡部要一 工学研究院・教授 地盤工学 火山灰質土により造成された盛土地盤の液状化特性

橋本雄一 文学研究院・教授 人文地理学 積雪寒冷地の避難に関する地理情報科学的研究

青山 裕 理学研究院・教授 火山学 北海道の活動的火山における火山現象の力学的観測研究

谷岡勇市郎 理学研究院・教授
地震学・
津波学

広域津波災害軽減に向けて、近年設置された海底地震津波観測網（S-net)を用
いた津波即時予測手法の開発研究を実施し、国際誌EPSに投稿する。

稲津 將 理学研究院・教授 気象学 数値計算・データ解析による気象力学および応用気象学の研究

高橋幸弘 理学研究院・教授
リモートセンシ
ング・雷観測

超小型衛星を用いた大規模災害の即時的な観測、およびそれを実現する国際
連携の構築

岡田成幸
広域複合災害研究センター・

特任教授
地震防災計画
学（建築系）

北海道の地域性（日本海溝巨大地震津波・冬型問題）に着目した地震被害想定手法
の再構築 ～近年発生の内陸地震被害データに基づく被害想定の検証を通じて～

■メンバー活動報告



■活動報告
 北海道開発局との連携協力に関する協定を締結

（10月2日）

 北大新総長訪問（10月15日）
CNHR事務局は，2020年10月１日付で着任した北

海道大学寳金清博総長を訪問し，これまでと今後の活
動について説明しました。

 大学院共通科目「突発災害危機管理論」開講
（10月1日～1月21日）

CNHR所属教員によるオムニバス形式で大学院共通
科目「国土保全学総論」を開講しています。コロナ禍
ということもあり対面講義とオンライン講義を併用し
ています。今年度は，農学，工学，理学，文学の各研
究院の院生が履修しています。

■イベント情報
〔主催シンポジウム：開催報告〕

CNHRでは「令和２年度日本再生・防災シンポジウ
ム：海溝型地震による広域複合災害の想定と効果的な
減災対策・避難を考える」をオンライン開催しました。
 開 催 日 ：2020年11月24日（火）
 共 催：（一社）国立大学協会
 実施概要：

千島海溝・日本海溝地震により発生が想定される広
域複合災害やその効果的な減災対策についての研究成
果の発信と，寒冷地避難や北海道特有の感染症流行下
の避難に関するパネルディスカッションを行いました。

シンポジウムには国や道，市町村の防災担当者，技
術者，研究者など約100人が参加しました。当日は，
「海溝型地震による広域複合災害の想定」に係る一般
講演，「効果的な減災対策・避難の検討」に係る招待
講演のほか，対策の現状や今後の方向性，関係機関の
連携などについて活発に議論されました。

（詳細はCNHRホームページもご覧ください。）

北海道大学ロバスト農林水産工学国際連携研究教育拠点による
第3回防災技術イノベーション研究会Robust BOSAIシンポジウム
（CNHR後援）が，2021年3月18日 (木)14:00-16:25にオンラ
イン開催されます。CNHR兼務教員の渡部要一教授，今日出人教授，
井上京教授が話題提供等をされます。詳細については以下のURLか
らご確認ください。https://www.eng.hokudai.ac.jp/others/robust/

Center for Natural Hazards Research, Hokkaido University

北海道⼤学広域複合災害研究センター
〒060‐8589 北海道札幌市北区北9条⻄9丁⽬
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■研究者紹介

ロボティクス・ダイナミクス研究室では，自律移動
ロボットのナビゲーション（目的地到達問題）を学術

企画編集 広域複合災害研究センター事務局（担当：厚井）

江丸 貴紀 （えまる たかのり）
工学研究院 機械・宇宙航空工学部門 准教授

広域複合災害研究センター 兼務教員

的なベースとして，社会インフラ
の自動点検や積雪環境での自動運
転，農林業における除草作業の自
動化など，様々な社会実装の研究
テーマを手掛けています。ロボ
ティクスの知見を防災・減災に役
立てるべく，研究を進めていきた
いと考えています。★希望者には講演概要集を送付します。（数に限りが

あります。）CNHR事務局までお問合せください。

＜一般講演＞
・谷岡勇市郎（北大）：海溝型地震と
津波浸水想定
・岡田成幸（北大）：海溝型地震によ
る広域複合災害の自助・共助・公助
の効果と札幌市の課題
・厚井高志（北大）：地震に起因する
土砂移動と土砂災害
・桂真也（北大）：積雪期の大規模地
震による斜面災害
・石井吉春（北大）：地震の経済被害

＜招待講演＞
・橋本雄一（北大）：GISでみる積雪
期の津波避難移動の課題
・草苅敏夫（釧路高専）：冬季におけ
る避難所運営～HUGの活用を通じて～

・ 根本昌弘（日赤北海道看護大）：
感染症蔓延化の避難生活で想定さ
れる災害関連疾患
・頼富重人（NHK）：防災・減災にむ
けたNHKの取り組み

CNHRは国土交通省北海道開発局と2020年10月2
日（金）に連携協力に関する協定を締結しました。

本連携協定の締結は，広域
複合災害・北海道開発分野に
おける研究・技術開発，人材
育成の推進を目的としていま
す。協定締結により災害時の
みならず平常時から緊密な連
携協力を推進していくことに
なります。

開会挨拶をする寳金総長

パネルディスカッションの様子

協定書を持つ山田センター長（左）と
倉内開発局長（右）



名前 所属・役職 専門 最近の活動内容（研究課題など）

山田 孝
センター長

農学研究院・教授
砂防学

広域複合災害減災手法(特に、異種ハザ-ドの重なる区域での災害シナリオと減
災手法)、土砂・流木災害減災手法、土砂災害自衛工法、火砕流被害想定手法

井上 京 農学研究院・教授 農業土木学 低平地，特に泥炭地における地盤沈下に関する研究

鮫島良次 農学研究院・教授 農業気象学 気候資源と農業生産に関わる研究

笠井美青
副センター長

農学研究院・准教授
砂防学 山地流域における災害後の地形変化の把握と予測

厚井高志
広域複合災害研究センター・

准教授
砂防学

火山噴火または地震に伴う大規模土砂生産イベント後の土砂・流木動態に関す
る研究

田中健貴
広域複合災害研究センター・

助教
砂防学 斜面土層内のパイプ流が斜面崩壊発生に与える影響に関する実験的研究

桂 真也 農学研究院・助教 砂防学
山地小流域における斜面内部の水循環および崩壊・地すべり発生予測に関する
研究

泉 典洋 工学研究院・教授 河川工学
洪水時における河床変動とそれによる河床粗度の変化や河岸侵食・河道変動の
メカニズム

山下俊彦 工学研究院・特任教授 海岸工学 海岸浸食と越波災害に関する研究

萩原 亨 工学研究院・教授 交通工学
道路における暴風雪災害を防ぐため、CCTVカメラで補足できない区間や路線の視界を車載カメラか
ら評価する技術を開発している。道路管理および他車への情報提供することを目的としている。

今日出人 工学研究院・特任教授 地域防災学 電波不感地域における雨量・水位・氾濫情報提供システム開発

久加朋子 工学研究院・特任准教授 河川工学 山地河川における流れと河床・流路変動に関する研究

永田晴紀 工学研究院・教授 宇宙推進工学
小型深宇宙探査機用ハイブリッドキックモータの開発（本年度中にプロトフライトモ
デルの完成を目指しています）

江丸貴紀 工学研究院・准教授
ロボット工学・
制御工学

・大規模フィールドの管理を目的とした非均一なUGV・UAV群によるロバストSLAM
・港湾の維持管理を目的としたGNSSトラッカーの開発

戸谷 剛 工学研究院・教授 機械工学
超小型衛星の熱設計の研究を行っています。最近、超小型衛星用の乱氷域検
出センサーの研究開発を始めました。

山田朋人 工学研究院・准教授 水文学
・気候変動予測手法の開発と洪水リスク評価に関する研究
・地球水循環システムと極端現象の解明に関する研究

田中 岳 工学研究院・助教 水文学
降雨流出系の確率応答解析に立脚した洪水予測システムの合理的な構築方法
に関する研究

安成哲平 北極域研究センター・助教
大気環境科
学・雪氷学

北極域及び周辺域における森林火災及びその大気汚染発生の要因分析と予測に関
わる研究。また、これらの健康・気候・経済的影響についての分野横断的研究。

石川達也 工学研究院・教授 地盤工学
気候変動に伴う積雪寒冷地の斜面災害形態変化の体系化とそのリスク評価に関
する研究

渡部要一 工学研究院・教授 地盤工学 火山灰質土により造成された盛土地盤の液状化特性

橋本雄一 文学研究院・教授 人文地理学 地理空間情報を用いた積雪寒冷地の災害時避難に関する研究

青山 裕 理学研究院・教授 火山学 北海道の活動的火山における火山現象の力学的観測研究

谷岡勇市郎 理学研究院・教授
地震学・
津波学

広域津波災害軽減に向けて、近年設置された海底地震津波観測網（S-net)を用
いた津波即時予測手法の開発研究を実施し、国際誌EPSに投稿する。

稲津 將 理学研究院・教授 気象学 数値計算・データ解析による気象力学および応用気象学の研究

高橋幸弘 理学研究院・教授
リモートセンシ
ング・雷観測

超小型衛星を用いた大規模災害の即時的な観測、およびそれを実現する国際
連携の構築

岡田成幸
広域複合災害研究センター・

特任教授
地震防災計画
学（建築系）

北海道の地域性（日本海溝巨大地震津波・冬型問題）に着目した地震被害想定手法
の再構築 ～近年発生の内陸地震被害データに基づく被害想定の検証を通じて～

■メンバー活動報告
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